
【1】大学の教育研究上の目的 

(4)各学部・学科の教育研究上の目的 

 

現代人間学部 

 人間や現代社会にかかわる多様な学問を学びながら、現代に生きる人間に必要な知性や研究方法を身に

つけ、現代社会が抱える諸問題を積極的に解決する能力と現代を主体的に生きる力を育てます。講義を通

して理論と研究方法を習得するとともに、フィールドワークや実習による現場体験を通して問題意識を深

め課題を発見することをめざします。 

 

心理教育学科（現代人間学部） 

 「こころ（心理）」と「まなび（教育）」と「そだち（保育）」について広く深く学び、「現場感覚を

そなえた実行力をもった人間」―すなわち、心理学や教育学や保育学の考え方を実際場面にいかす生活者、

基礎と応用を結びつける実践者、新しい課題に挑戦する探求者―を育てます。 

 

現代社会学科（現代人間学部） 

 グローバル化・少子高齢化・情報化が進む現代社会で生じるさまざまなレベルの社会問題に対し、ジェ

ンダー、民族関係、階層、地域などの分析視点と研究方法を学びます。敏感な感性をもって問題のありか

を確かめ、現状を批判的に分析・考察し、その成果を実際にいかしていく積極的な行動力を備えた人間、

すなわち「社会的な知性をもった実践者」を育てます。 

 

人間科学科（現代人間学部） 
     「いのち：生命」「からだ：身体」「まわり：環境、社会」というキーワードを、遊戯要素を含むゆとり

のある連携という意味での「あそび」概念でつなぎ、それぞれの切り口による横断的な学びを通して現代

社会を読み解きます。人間どうしの共生のみならず、人間と人間以外のものとの共生を含め、広い視野か

ら「人間とは何か？」を探究します。 


